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私が生まれた年に､ 東京タワ－が建ちました｡ 小学校に入る年には､ 東海道新幹線が開通し､ 首
都高速も出来ました｡ 近所には駒沢オリンピック公園も出来ました｡ 東洋の魔女と言われた女子バ
レーボールや､ 重量あげの三宅の金メダルが印象的でした｡
当時オリンピックの開催で､ 東京は急激な発展を遂げて行きました｡ 2020年には､ 東京で再びオ
リンピックが開催されます｡ また心踊らせる選手達の活躍が､ 連日のように見られる事でしょう｡
2013年９月のオリンピック誘致の最終プレゼンで､ 安倍総理は東京電力福島第一原発の汚染水問
題について ｢状況はコントロールされている｣ と発言しました｡ しかし､ 地下水流入を遮断する凍
土壁は失敗し､ 後手に回っている状況は明らかです｡ 政府は不都合な真実に目をつぶり､ 鹿児島県
の原発再稼働に力を入れています｡
東京オリンピックは､ 石原都知事から引き継いだ猪瀬都知事が誘致に成功しました｡ その猪瀬都
知事は､ 徳州会からの不正献金で辞任に追い込まれました｡ 我々がマイホ－ムを購入するには､ 苦
労して数十年ロ－ンを組んで借ります｡ 無利子で5000万を貸す会社は何処にもありません｡ 何らか
の見返りがあるから､ 大金を渡すのでしょう｡ 今の安倍内閣でも､ 総理本人を始め多くの閣僚が怪
しい献金を受け取り､ 辞任したケースもありました｡ また民主党岡田代表も献金を受け取っていま
した｡
県技師会では､ 2014年11月に行われた福島県原子力防災住民避難訓練に参加しました｡ 県からの
要請を受けた大規模な訓練で､ 川内村の住人250名が参加して､ 当技師会を含む62の関係機関が合
同訓練を行いました｡ 技師会は､ 避難した住民に対してのスクリーニング訓練を実施しました｡ 県
内の各施設に依頼を出し､ 放射線管理士を中心に22名の方が集まり参加して頂きました｡ 朝８時頃
に都路の現地に集合するのは､ 寒い中で大変でした｡ 取材陣も多く､ Yahoo! Newsのトップ面に
スクリ－ニングする技師の写真が載りました｡ 今後も､ 毎年この訓練を行う行事になると考えます｡
公益性の高い事業であり､ これからも皆さんのご協力をお願いいたします｡
また毎年､ 技術学会と共同で ｢放射線・放射能に関する市民講座｣ を開催しています｡ 福島県の
現状は､ まだまだ厳しいものがあります｡ 全国的に国民の意識から､ 徐々に忘れ去られて風化して
行く事は悲しい事です｡
その中で､ 原発容認・推進を目指す自民党推薦で､ 立候補する日放技の理事がいます｡ ３月の理
事会の後に面会しました｡ 技師が政治の場に立つことは､ 技師としては心強い事かも知れません｡
日放技では､ １度敗れた選挙を今度こそ当選させるために躍起になっています｡
会員の皆さんが誰に投票するかは自由です｡ しかし､ 県技師会としては政治的な中立な立場を取
るため､ 以前から特定の政党支持はしません｡ 県技師会は､ 日放技とその部分で考え方の違いがあ
ることを､ ご理解して頂きたいと思います｡
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開催日時：平成27年３月13日� 14：00～15：50

開催場所：福島県立医科大学付属病院放射線部カンファ

レンス室

《出席》

会 長：齋藤康雄､ 副会長：遊佐烈､ 新里昌一

理 事：平井和子､ 佐藤政春､ 白川義廣､ 水沼利夫､

佐藤孝則､ 佐藤佳�､ 菅野和之､ 山田隆弘

秋山淳一､ 村上 薫

監 事：片倉俊彦

指名出席：事務局長：伊藤陸郎

事務局員：阿部郁明

《欠席》

理 事：白石嘉博､ 渡部育夫､ 堀江常満

遊佐副会長の司会で､ 議長は定款により齋藤会長が就

任し､ 議事記録員に県南地区菅野理事を指名し議事に入っ

た｡

議 事

１. 平成26年度事業経過報告

１) 代表理事活動報告

齋藤会長から､ 別紙にて平成26年12月～本日までの代

表理事活動報告・説明があった｡

２) 平成26年度会務報告

齋藤会長から別紙資料にて報告された｡ 総会議案にも

入るものなので､ 修正・追記があれば３月中にメールで

会長まで知らせて欲しい旨の要請があった｡

３) 各委員会・地区委員会等報告

①ネットワーク委員会

菅野委員長から､ 入会申込フォームメールの不具合

により入会申し込みメールが届かない事例が２名あっ

たとの報告があった｡ 原因はホームページの更新時期

にフォームメールも更新したが､ 更新時期に申し込み

をされたためメールの転送手続き時期と重なり､ うま

く申込メールが転送されなかったために発生したもの

と判明した｡ 対策としては､ 新しいフォームメールを

作成中であり､ 複数のアドレスに送信されるようにす

ることで対応することが報告された｡ 当該者２名につ

いては入会申込書で入会手続きを行った｡

②編集広報委員会

編集広報委員会平井委員長から､ 会報発行進捗状況

について報告があり､ 原稿は逐次編集中である｡ 会報

の仕上がりは､ 総会案内・議案に同封するので発送に

合わせて４月の末までに納品するように進めるとの報

告があった｡

遊佐副会長から､ 発行部数は､ 1000部を予定してい

るが毎年余るとの意見があり､ 協議の結果､ 今年度は

800部で再見積を取り､ 見積もりが出たら執行部で決

定することとした｡

③その他

齋藤会長から､ 総会議案書の事業報告書案を作成中

であるが､ 実施報告が提出されていない事業もあり参

加人数等が不明なものもあるので､ 未提出の事業は提

出をお願いする旨の要請があった｡

２. 協議事項

１) 平成27年度事業計画案・予算案について

①平成27年度事業計画案､ 年間行事予定表案について

齋藤会長から配付資料にて平成27年度事業計画案､

年間行事予定案としたい旨の提案があった｡

配布した行事予定表の提案内容について､ 理事会は

４月から第１回として起算すること｡ ３月の福島県消

化器研修会は､ 今後も毎年福島県からの委託事業とし

て福島県生活習慣病健診従事者指導講習会 (胃がん)

として実施するようになるので､ 遅くとも２月までに

は実施するように進めることとし修正した｡

審議の結果､ 修正した内容での提案に対し異議がな

く､ 提案通り決議された｡

②平成27年度予算案について

齋藤会長から､ 事業ベースの収支予算案と見込正味

財産増減計算書案・収支予算内訳表案が提示され､ 内

容の説明があり平成27年度予算案として提案された｡

平成26年度の決算が出ていないので繰越金額が確定

していなく暫定予算ではあるが､ 審議の結果提案内容

に対し異議がなく､ 提案通り決議された｡

懸案事項であったHPの実務担当者への手当等の支

給については､ 会計士にも相談したが会員に対するそ

のような形での支給は好ましくないとの返答で､ 手当

等の支給については取りやめた｡ 運用委託を勧められ

たので､ 今後の検討課題とした｡

２) 平成26年度事業報告・決算報告について

事業報告・決算報告については､ 総会前中２週間以上

前の理事会承認が必要であり､ 総会議案CD作成・配布
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を考えると４月中旬頃までには形を整えなければならな

い｡

第５回理事会は､ 理事会総会当日直前に開くことにし

ているので､ まだ提出されていない報告書もあることか

ら､ 決算書 (財務諸表) を除く他の議案作成を進め､ 会

計事務所からの財務諸表が出て議案書が完成し次第､ 早

急に電磁的記録による理事の承認をメールでいただくよ

うにしたい旨を齋藤会長から提案された｡

審議の結果､ 承認された｡

３) 平成27年度総会について

①総会日程

平成27年５月23日�浜通り地区協議会の担当で開催

される｡

開催場所：いわき市総合保健福祉センター12時から

平成27年度第１回理事会を開催し､ 総会

は16時45分から開催する｡

②総会準備

水沼浜通地区委員長から進捗状況の報告があった｡

③総会までのスケジュール

別紙にて確認し､ 業務監査は４月中旬に､ 財務監査

を５月上旬に実施予定とした｡

④総会役員の選出について

別紙にて総会役員の選出を当該地区委員長へ依頼し

た｡

総会運営委員 (各地区１名ずつ計４名) 議長 (浜､

県南から各１名)､ 書記 (浜から２名) を各地区で選

出し早急に事務局へ報告をお願いする｡ 選挙管理委員

は選任済み｡

⑤理事・監事の選挙について

役員選出規定に従い選挙を進める｡ 平成27年､ 28年

度福島県診療放射線技師会理事・監事の選挙告示を福

島放技ニュースで行った｡ 役員立候補の届け出は､ ４

月１日から５月３日正午までの期間に､ 技師会事務局

で郵送等により受け付ける｡

⑥総会時の表彰者の推薦について

福島県診療放射線技師会功労表彰者として､ 県北地

区 今野英麻呂氏､ 浜通地区 長川正良氏の２名にす

ることを再確認し決定した｡

⑦日本診療放射線技師会30年永年勤続表彰

該当者５名を推薦した｡ 推薦者は第３回理事会で報

告済み

⑧福島県診療放射線技師会20年永年勤続表彰

対象者の推薦は､ 各地区の委員長が該当者を事務局

に報告して貰いたい｡ 表彰委員会で審査・承認する｡

⑨生涯教育ポイント表彰

上位者表彰上位３名の推薦については､ 生涯教育委

員長に依頼し上ってきた方を表彰委員会で承認する運

びとすることにした｡

４) 福島県診療放射線技師会会費のコンビニ収納代行サー

ビス導入について

齋藤会長から､ 前回の理事会で導入の検討を進めるこ

とが承認され､ その後リコーリース､ SMBCファイナン

ス､ 東邦リースについて見積もりを取るなどして検討し､

先の執行部・総務企画委員会で協議し､ 扱う会員数が少

ないので手数料が割高になるが､ 財務担当者の手間や､

会員の払込の便宜を考えると導入するのが良いのではな

いかとの意見で一致し､ 比較的手数料が割安のリコーファ

イナンスについて､ 再交渉､ 再見積を取り理事会に諮る

ことになったとの報告があり､ 配布された見積書と試算

書について提案説明があった｡

協議の結果､ コンビニ収納代行の導入が承認され､ 財

務担当者とリコーリースの担当者で､ 導入に向けての最

終交渉と詳細な打ち合わせを行うことにした｡

５) 福島県診療放射線技師会個人情報保護規程・個人情

報保護方針の制定について

齋藤会長から､ ネットワーク委員会から提案された個

人情報保護規程､ 個人情報保護方針の配布別紙案につい

て提案された｡

意見・修正案として

・付則として施行年月日､ 規程の改廃は理事会の決議が

必要である旨を追加する｡

・監査の条項があるが､ 他の目的には使わないことが趣

旨と思われるので､ 監査ではなくなにか問題があった

ときは理事会で扱うなどの監視機能を持たせて削除し

ても良いのではないかとの意見があり､ 協議の結果､

削除することした｡

・第１条の目的について､ 条文に目的の内容を含ませる

ため､ ｢もって､ 個人情報を本会の活動に効率的かつ

効果的に利用できることを目的とする｡｣ を追加する

ことにした｡

以上の削除・追記を行い､ 本会の個人情報保護規程､

個人情報保護方針とすることが承認された｡
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３､ その他

①平成28年度福島県診療放射線技師会定時総会の開催

日程について

平成28年５月28日� 県南地区協議会担当

で開催することが承認された｡

②診療放射線技師法施行規則の一部を改正する省令の

公布について

平成27年２月17日付けで公布された旨の通知が福島

県からあった｡ (配布済み)

・ ｢個人情報保護方針及び

個人情報保護規程制定｣

平成26年３月14日に開催された第４回理事会において､

公益社団法人 福島県診療放射線技師会 個人情報保護

方針および個人情報保護規程が承認され同日付で制定さ

れました｡

本会が取り扱う個人情報について､ その取り扱しない

こと､ また個人情報の漏洩や個人情報の紛失を未然に防

ぐなど､ この規程に従って個人情報を保護し､ もって個

人情報を本会の活動に効率的かつ効果的に利用できるこ

とを目的とします｡

詳しくは､ ホームページの定款・諸規程のページでご

確認ください｡

・県技師会のみ会員の方へ

年度会費請求書は昨年度までは日放技に委託していま

したが､ 今年度から県技師会独自での発行になりました｡

現在発送準備中ですので暫くお待ちください｡ コンビニ

支払可能ですので到着後は早めの納入にご協力願います｡

・【平成27年度福島県理学療法士等

修学資金修学生募集について】

福島県では､ 下記の理由から奨学金制度を設けていま

す｡

お心当たりの方､ 是非 ｢福島県HP｣ から詳細情報を

参照ください｡

◇ ５月23日�に行なわれます定期総会の一般公開講演

会のポスターがありますのでご紹介します｡ 会員の皆

様､ 是非ご来場ください｡
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理学療法士､ 作業療法士､ 診療放射線技師及び歯

科衛生士の確保及び県内への定着を促進するため､

本年度も福島県理学療法士等修学資金貸与を実施す

ることにいたしました｡

＊詳しくは福島県ホームページ上にも掲載していま

す｡

事務担当 医療人材対策室

主事 斎藤一樹 (024－521－7881)
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｢平成27年度事業計画｣

■学術活動について

１. 平成27年７月下旬 サマーセミナー (講演)

２. 平成28年１月下旬 新年勉強会

３. その他

●厚生活動について

１. 懇親ビアパーティー 平成27年７月下旬

(サマーセミナー後の懇親会)

２. 新年懇親会 平成28年１月末

(新年勉強会後の新年会)

３. その他

★公益活動について

１. ｢ファミリーフェスタ 郡山2015｣

日時：10月上旬 日曜日 (予定)

場所：カルチャーパーク (予定)

２. ｢ピンクリボン in 郡山2015｣

日時：10月下旬 土､ 日の２日間 (予定)

場所：ビックパレットふくしま

３. ｢しらかわピンクリボンの会フォーラム｣

日時：未定

場所：未定

４. ｢生きいき郡山21健康推進事業｣ 参加協力

５. その他

年度も改まり､ 県南地区委員も改選されました｡ 退

任された前地区委員の皆さま､ 長年に渡りお疲れ様で

した｡

新任の地区委員の皆さん､ よろしくお願いします｡

新しい息吹にて､ 県南地区協議会の活性化にご活躍く

ださい｡

さて､ 27年度の地区協議会活動予定を掲載致しまし

た｡ サマーセミナー､ 新年勉強会など恒例の研修会を

はじめ､ 会員諸兄のお力をお借りしながら公益活動に

も参加して参ります｡ これらの活動を通して､ 地域の

福利向上に貢献したいと考えています｡ 会員の皆さん

に活動要請のお声掛けをさせて頂きますが､ その際に

は､ ご協力のほどよろしくお願いします｡

イベント開催情報も発信していきますので､ ｢ニュー

ス｣､ ｢県技師会ホームページ｣ のチェックをお忘れな

く｡ (白石)

｢平成27年度 県北地区協議会 事業計画｣

� 勉強会の開催 (２～３回)

・話題となっている新しい技術等について､ 装置メー

カー等から情報を提供していただく｡

・各施設でまだ経験の浅い方を対象に発表のために研

究内容の検証・発表資料の作成・発表の経験をつん

でいただくような研修会の企画｡

・その時々の話題を中心に､ 旬の話題を提供できるよ

うな勉強会を企画する｡

� 学術講演会の開催

最新医療の情報､ 新たな技術の情報等を習得できる

ような講演会の企画｡

� 厚生活動

・夏季交流会の開催 (８月)､ 新年交流会の開催 (１

月) 他施設の会員との交流を通して情報の交換・共

有を図る｡

・その他会員の厚生活動に関すること｡

� 学術､ 精度管理

・原発事故に対する市民への情報提供等に対し､ 協力

できるよう資料を収集する｡

・福島県放射線技師総合学術大会､ 第５回東北放射線

医療技術学術大会､ 県技師会開催の学術講演会や生

涯セミナーへの積極的な参加啓蒙や学術発表を支援

する｡

・研究・開発・発表に対し学術奨励賞を助成する｡

� 啓発活動

・原発事故による影響等､ 市民への助言・相談に努め

るとともに医用放射線の有効利用について啓発する｡

福島市健康まつりへの参加によって､ 上述の啓発活動

を実施し､ 放射線技師の仕事の理解を深めてもらう｡

・その他､ 啓発活動に関する大会や行事が行われた場

合､ 積極的に参加する｡

・福島県原子力防災訓練等がある場合､ 技師派遣の要

請に応じるなど､ 協力する｡
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・市民公開セミナー等の開催に協力する｡

� 県北地区協議会たよりの発行

・県北地区協議会の活動状況､ 学術情報､ 施設紹介､

新入会員紹介等を掲載｡

・年２～３回の発行を予定し､ 会員からの情報を収集

する｡

� 県北地区協議会委員会・全体会の開催

・協議会として必要と思われる事業､ 行事等を随時行っ

ていく｡ (池田)

｢会津画像研究会の開催｣

平成27年３月30日�､ 山鹿クリニックにおきまして､

会津画像研究会が開催されました｡

はじめに､ 共催いただきましたバイエル薬品の安達氏

から話題提供として､ 肝臓癌に関するガイドラインの一

部改正に関し､ 最新の情報提供をしていただきました｡

また教育講演として､ 東芝メディカルシステムズの鎌

田氏より ｢Aqilion ONEの進化と最新情報｣ と題し､ お

話をいただくことができました｡

鎌田氏はＣＴ担当として､ ＡＤＣＴの開発段階から携

わっていたとの事､ 今までの開発の歴史や技術の変遷､

日の目を見ることのなかった試作機の話や今後の動向な

ど､ 多岐にわたって面白いお話を聞く機会を得ました｡

この画像研究会も今回で86回目を迎えて､ 平成26年度

の事業をすべて無事に終了することができました｡

(森谷)

｢会津画像研究会の開催｣

平成27年度事業計画

� いわき医療圏および相双医療圏の研究会

・いわき地区画像研究会

日時：平成27年６月､ ９月及び平成28年１月予定

場所：いわき市

・相双画像診断勉強会

日時：平成27年 未定

場所：南相馬市または相馬市

� 各方部健康まつり

・市民フォーラム救急医療いわき2015

日時：平成27年９月頃

場所：いわき市

・南相馬市福祉まつり

日時：平成27年10月頃

場所：南相馬市 (大井)

５月23日にいわき市で県技師会の定期総会が開かれま

す｡

浜通りでは震災後初めての県技師会のイベントではな

いかと思います｡ まだまだ復興の途中ですが､ 高速道路

も全線開通しましたので､ 会員の皆様には浜地区のがん

ばりを直に感じていただきたいと思います｡ (大井)
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メールマガジン登録方法の案内

福島県診療放射線技師会のメールマガジン配信を希

望する方は､

�����������	


に空メール (件名・本文なし) を送信してください｡

登録完了メールが届きます｡ 以上で登録完了です｡

メールマガジンでは､ 分科会､ 勉強会､ 学術講演会､

地区行事開催案内等のお知らせ､ また､ 緊急に会員の

皆さんにお知らせする内容等について配信いたします｡

入退会・転出・転入・異動の手続きについて

これら手続きはホームページ上でも可能なことから､

所属地区委員会が把握できず､ 書類送付や広報に混乱

しています｡

特に､ 退会・異動の場合は所属地区委員長経由で事

務局に申請するようご協力をお願いします｡
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